
令 和 ５年 １１月 ９日 

          中 部 地 方 整 備 局  

令和５年度 第２回 
防災・減災対策等強化事業推進費の配分を実施します 

～ ～ 

国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の 

令和５年度 第２回の配分について発表されました。                        

対策件数：４件  配分額：約４億円（国費） 

 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨による浸水被害等が発生した地域において再度の被災を防止

するために緊急的に実施する対策や、大雨等による災害を未然に防ぐ事前防災対策であって、用地の確保

など地域等における課題が解決し事業の実施環境が新たに整った場合などに年度途中に機動的に予算を

配分し、防災・減災対策を強化する予算です。 

 

○配分事業の概要 

中部地方整備局管内では、別添1 の『執行地区一覧表』のとおり４件の事業を推進します。 

※各事業の詳細については、別添2 の『個票』をご参照下さい。 

※なお、本発表は以下の国土交通省記者発表「令和５年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費の

配分を実施します（2023/11/9）」を受けて行ったものです。 

   https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html 

 

○配付先 

中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ 

 

○問合せ先 

【予算関係全般】 企画部 企画課 課長 佐伯
さ え き

 勇
ゆう

輔
すけ

  

  建設専門官 村松
むらまつ

 道
みち

康
やす

 052-953-8127 

【河川関係 (1)】 河川部 地域河川課 課長 後藤
ご と う

 明
あきら

  

  課長補佐 山田
や ま だ

 哲士
て つ し

 052-953-8257 

【道路関係 (2)～(4)】 道路部 地域道路課 課長 横井
よ こ い

 兼行
かねゆき

  

  課長補佐 辻
つじ

 英雄
ひ で お

 052-953-8170 

※（ ）は、別添１『執行地区一覧表』に記載の（ ）書き番号です。 



【災害対策事業】 【金額単位：百万円】

種別

事業費
国費

（配分額）

(1) 防災・安全交付金事業 矢作川水系乙川 愛知県 愛知県岡崎市大平町石亀地先 250.000 125.000

計 1件 250.000 125.000

(2) 道路更新防災等対策事業 一般県道　清見河合線 岐阜県 岐阜県高山市清見町大字江黒地内 400.000 200.000

(3) 道路更新防災等対策事業 市道　横砂若沢３号線 静岡市
静岡県静岡市清水区興津清見寺町地
内

45.000 22.500

(4) 道路更新防災等対策事業 一般県道　三ツ峰落合線 静岡市 静岡県静岡市葵区横沢地内 50.000 25.000

計 3件 495.000 247.500

災害対策事業　計 4件 745.000 372.500

総　計 4件 745.000 372.500

２．崖崩れ・法面崩壊等対策

１．洪水対策・浸水対策

河川（補助）

道路（補助）

令和５年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費　「執行地区一覧表」

事業主体名 施行地
実施計画額

事業名

別添１



痕跡

愛知県

愛知県岡崎市大平町石亀地先

250,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（矢作川水系乙川）
ヤハギ オト

オカザキ オオヒラ イシガメ

125,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

ものづくり愛知県における安全・安心な生活基盤の確保（防災・安全）

令和5年6月1日～3日の豪雨により乙川の水位が上昇し、道路浸水等の

浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

乙川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

愛知県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

被災水位

対策後水位
河道掘削工

乙川

主要地方道岡崎刈谷線

推進費施行区間L=1100m
河道掘削工 V=50,000m3

A

A‘

写真①

写真②

（準）六斗目川
越水箇所

浸水範囲

hirako-t85aa
テキストボックス
別添２



発生源

写真①

写真② ①

②

③ ④

⑤

防災対策
済み

危険岩石
なし

ワイヤー被覆工 Ｎ＝２箇所

A

A’至 河合PA
至 飛騨清見

防護柵工 Ｌ＝１７ｍ
防護土堤工 Ｌ＝１５７ｍ

推進費施行区間 Ｌ＝１７０ｍ

かわい

ひだきよみ

発生源

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年3月30日に一般県道清見河合線で崖崩れが発生し、全面通行止

めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（防護土堤工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

岐阜県

岐阜県高山市清見町大字江黒地内

400,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般県道清見河合線)

タカヤマ キヨミ エグロ

200,000

令和５年３月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、防護土堤工等を実施する

写真①

【位置図】

岐阜県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

写真②

キ ヨ ミ カ ワ イ

② ③ ④ ⑤

施行箇所

峠道

岐阜県域統合型ＧＩＳ

471

360

156

158

41

斜面に浮石・不安定土塊が多数あり



施行箇所

1

1

E1

高速道路
国道
県道

おきつせいけんじ

おきつ

さくらがおか

写真①

A

A′

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月30日に市道横砂若沢３号線で崖崩れが発生し、応急対策を

行い通行を確保した。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（地山補強土工等）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

静岡市

静岡県静岡市清水区興津清見寺町地内

45,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(市道横砂若沢３号線)

シミズ オキツセイケンジ

22,500

令和５年４月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、地山補強土工等を実施する

写真①

【位置図】

静岡県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

写真②

ヨコスナワカサワ

Dt

As

4.0ｍ舗装工

6
.
1ｍ

法面工（植生工）

ガードレール工

法面工（地山補強土工）

法面工（植生工）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月24日に一般県道三ツ峰落合線で崖崩れが発生し、通行規制

を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（軽量盛土工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

静岡市

静岡県静岡市葵区横沢地内

50,000

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般県道三ツ峰落合線)

アオイ ヨコサワ

25,000

令和５年４月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、軽量盛土工等を実施する

写真①

【位置図】

静岡県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】【広域図】

写真②

ミ ツ ミネオチアイ

軽量盛土工 18m
ガードレール工18m
舗装工 38m2

As

1:
0.
5

ガードレール工

55
0
0

1
5
070
4

5
6
50

1
4
3
0

3
0
0
0

4000

吹付

軽量盛土工

舗装工

施行延長 L=18.0m

遠景写真

1

362

推進費施行区間
L=18m


